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佐賀県有明海域におけるアゲマキ漁獲量の推移（農林水産統計）
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初認時期：1988年(S.63) ８，９月
場所 ：湾奥西，中部２カ所の養殖場

経過 ：１ヶ月で漁場全域に拡大
約３年で湾東部に拡大

原因 ：不明
ﾋﾞﾙﾅｳｲﾙｽの検出
(Suzuki et al.1997)



有明海における県別のサルボウ漁獲量の推移（農林水産統計）
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佐賀県におけるサルボウの斃死概要（昭和５０年代）
（岡山水試・山口内海水試・佐賀有明水試・南西水研 1988）

○有明海での斃死は、昭和４０年代後半から夏季に発生するようになった。

○岡山・山口県でも同様な斃死がみられたが、斃死貝は有明海から養殖用として
持ち込まれたものであった。

○有明海での斃死は昭和６０年を境に収束し、岡山・山口県でも同様な傾向を示した。

○有明海産種苗の活力低下が斃死につながった可能性がある。

○活力が低下した稚貝は、通常の環境変化に対応できなかった可能性がある。

○活力低下の原因は不明であるが、成熟・産卵との関係が示唆された。



有明海における県別のアサリ漁獲量の推移（農林水産統計）
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有明海熊本県沿岸の主要漁場
(那須ら 2004)

荒尾地先
・３漁協が利用
・最大漁獲量7,459トン（1978）

菊池川河口域
・４漁協が利用
・最大漁獲量14,459トン（1977）

白川河口域
・４漁協が利用
・最大漁獲量5,206トン(1974)

福岡県

長崎県

佐賀県

熊本県有

明

海

緑川河口域
・５漁協が利用
・最大漁獲量42,010トン（1977)



熊本県のアサリ漁獲量の推移（農林水産統計）
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アサリ漁獲量と単価の推移（熊本水研センター資料）
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有明海（熊本県沿岸）のアサリ減少要因は？

・他の二枚貝と同様に、毎年アサリ稚
貝の発生量は異なる

・その年の幼生の発生量や漁場に加
入後の気候等の環境条件により生
残が異なるため

このことを前提に減少要因を考えると？
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●アサリ漁場の減少

●環境要因による大量斃死（大雨、猛暑など）

●不十分な資源管理（乱獲）

●食害



有明海における県別のタイラギ漁獲量の推移（農林水産統計）
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有明海北部海域のタイラギ資源

鹿島

大牟田

筑後川六角川
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大浦漁協

１．長期的な資源の減少（漁場の縮小）

２．２０００年以降の異変（大量死、食害）



佐賀県大浦漁協のタイラギ貝柱漁獲量の推移
（大浦漁協資料）
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タイラギ生息量（成貝）の経年変化
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長期的な資源の減少

筑後川

六角川

有明海奥部に生息するタイラギの現状

大
牟
田
市

佐賀市

：北東部漁場：消失漁場＝中・西部漁場

大浦

漁場の縮小

原因は？

○底質の変化？



有明海北西部海域の底質
(大隈ら 2002)

1989年 2000年

中央粒径値（Mdφ）の水平分布（有明水産振興センター）
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2003 2003

1981 1981

浮遊幼生と着底稚貝の分布域（23年前との比較）
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タイラギの生活史と斃死発生時期

着底稚貝

浮遊幼生(30～40日間）

卵精子

受精

（殻長0.6～0.7㎜）

殻長 0.1㎜

成熟幼生

産卵期７～９月 着底期８～10月 ９～11月 ７～９月

殻長5～6 cm 殻長12～13 cm

雄 雌

立枯れ斃死

殻長14～15cm

5～8月 11月～

斃死発生 斃死再発

立枯れ斃死

加入量（資源量）へ影響？



有明海北東部漁場におけるタイラギの大量斃死
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これまで解ったこと

成貝の大量斃死

・成貝の立枯れ斃死
・着底から約１年後の５月頃から発生
・北東部漁場不漁の大きな要因

現在のところ不明

・生理、病理、生育、環境に関する調査

・貧酸素は主因ではない
・着底から約３ヶ月後には、すでに活力が低下
・干潟域では起こらない
・鰓、腎臓にウイルス様粒子を確認

原因



これまで解ったこと

ナルトビエイによる食害

原因

・成貝がある日突然いなくなる
・海底にバラバラの殻と窪みが散在
・４～１１月に発生

・昼間潜水観察
・夜間ビデオ観察
・胃内容物調査

成貝の消失
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